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政策の効果政策アイデア市場分析花き産業の問題西尾市の実態
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市の特徴と、
なぜ なのか

花きや抹茶が日本有数の

生産量を誇っている

「西尾市まるごと！FLOWER 

WALK」を令和三年に開催した。

花の産出額全国1位の愛知県を

支える重要なポジション

西尾市は県内2位のバラの産出

額を誇るバラの産地

西尾市の市章
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西尾市の
人口推移をみる

老年人口の増加と
生産年齢人口の減少が
同時に進行しており、
少子高齢化が将来加速
することは必至の事態
に・・・
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2015年、2018年に
農業生産における経営対数、
産出額がガクッと下がる年が

西尾市に存在

5

花き

344万円

西尾市の花き産業の実態

およそ１００の経営体

約７億円の減少！？



消費動向
から分かる問題

事業者数・消費量ともに
全国的に減少
農業産出額を多く占める
西尾市にとって
重大な危機
と捉えることが出来る。
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＜切り花年間購入額の推移＞

参照：農林水産省（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/pdf/kakimeguji1404_1.pdf）



地域外への流出が全体の
約25%を占めている。

西尾市の経済状況
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住民の所得が地域内で消費されているか

地域内で消費される額が、地域住民が消費する額よりも1,331億
円程度少なく、消費が流出している。
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 消費面では、地域の住民の所得が地域内で消費されているかを把握する。

 まず、地域内消費額と地域住民消費額を比較し、消費の流出・流入状況を把握する(下図①)。

 次に、消費の流出率を県や人口同規模地域と比較して、どの程度の流出水準であるかを把握する(下図②)。

分析の
視点

①消費の流入・流出 ②消費の流出率

注）地域内消費額は、地域内の民間消費(誰が消費したかは問わない)を表す。
地域住民消費額は、地域住民の民間消費(どこで消費したかは問わない)を表す。

注）消費の流出率（％）＝（地域住民消費額－地域内消費額）／地域内消費額×100
流出率のマイナスは流入を意味する。

地域外へ
約1,331億円の流出

消費の流出率は34.9%であり流出している。流出率は県や人口
同規模地域と比較して高い水準である。

流出

流出

流出
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市場分析
市場規模は輸入を含め約4200億円

西尾市の名産であるこ
の三種が市場規模の五
割を占めており、全国
2位の花き産出額を誇
ることから、西尾市の
花き産業全体における
存在感がとても大きい
事が分かる。

花き流通は生産者から農協を通じて東京、大阪など各消費地の卸売市
場に出荷され、卸売会社、仲卸会社、小売会社、消費者に至る。
小規模な小売店が多いうえ、日持ちがしない「多品種小ロット」商品
の流通であるため、卸売市場の存在感は依然として大きい。
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農林水産省（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/pdf/kakimeguji1404_1.pdf）



西尾市
Company

競合
Competitor

顧客
Customer

バラ・カーネーションと・菊の国内生産上位3
品目に加え、洋花や洋蘭、植木など幅広い品目
が名産であり、それを活かし様々なシチュエー
ションに合わせた雰囲気作りができる。

国内だけでなく世界で起こる「花離れ」
に加え、コロナによる祝い事の中止によ
り、消費量の更なる減少している。
また、処理の面倒さから、生花をあげ
る・もらう風習はなくなりつつある。

販売・流通手段においては市場を
介した卸売りがほとんどであり、
産地ごとに特徴は見られないが、
生花に代わり⾧期観賞かつ処理が簡
易なドライフラワーの台頭が目立つ。

3C分析から分かること
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右図に示す３つのCについて分析し、
事業計画やマーケティング戦略を
決定する際に用いられる手法。
各分析から事業の成功要因(KSF)を
導き、方針を決定したい！

3C分析

この３つの分
析を踏まえた
事業モデルを
考えたい！



廃棄問題（フラワーロス）

•花きの国内消費は、法人が28％、個人が72％を占め、
法人の需要がほぼゼロになり、需給のバランスが崩壊に。。。
•花業界では、仕入れた量の30～40％は廃棄されている。

↓
フラワーロスによる経済損失は

年間1,500億円

参照：フラワーライフ振興協議会(https://flower-life.org/news/flowerloss)
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ドライフラワーとは

•ドライフラワーとは自然の花、葉、茎、果実等を乾燥させて装
飾などに使うものである

•近年若い女性の贈り物や部屋の飾り付けなどとして人気がある
•作り方には、ハンギング法、ドライインウォーター法、シリカ
ゲル法、グリセリン法などがある

•カフェや部屋に飾るとイマドキのおしゃれな空間を演出できる
•余ってしまった花をもらってドライフラワーにすることで、
廃棄処分する花を減らせる
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ドライフラワー制作体験

・目的
日常の中で花に直に触れてもらい、
若い世代の人たちに花に興味を持ってもらうことで
花離れを防ぐ。

・詳細
フラワーロスとなる花を集め、西尾市の小学校に提供する。
西尾市の全小学校(25校)に協力していただき、1ヶ月に2校
制作体験を実施する。
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ドライフラワーを
活用したカフェ

西尾駅付近の空きテナ
ントを活用し、小学校
で制作したドライフラ
ワーで飾り付ける。
エディブルフラワーや
西尾市の組合が開発し
たバラのジャムを使用
した商品を扱う。

※写真はイメージです
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この事業が与える影響について考える。
カフェを運営するに当たり、来てくれる人々を新規観光客数として
捉え、波及効果を計算する。
統計を参考に、カフェ一店舗の平均売上額は月２００万円を目標
（Microsoft Word - 07 H25 経営改善の方策（喫茶店営業） (mhlw.go.jp))厚生労働省

フラワーロス量や食べられるバラなどの季節性を考慮すると、

一般的なカフェよりも営業日数は少ないと考えられるため

月平均20日の営業
客単価は一人当たり1500円と仮定
よって１日に来る観光客数は10万÷1500円≒67人を目標にし
一年で1.6万人来ると予想する(67人×20日×12カ月)
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政策の効果を推定
一ヶ月当たり
目標平均売上額

２００万円
/月

一ヶ月当たり
営業日数(仮)

２０日
/月

客単価(仮) １５００円
/人

推定来場客数 １６０００
人

/年

16



一次効果1.65億円
付加価値額合計では0.79億円
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二次効果1.58億円
付加価値額合計では0.73億円
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最終的に西尾市に2.88億円が帰着する効
果が期待できる。
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展開と効果

廃棄になる花を集める

ドライフラワー制作体験を実施

ドライフラワーや、エディブルフラワーを
使ったカフェを運営する

カフェで得た収益を事業拡大に使用
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⾧期目標

SNS発信

店を各地に拡大
西尾市の花の
イメージが定着

事業拡大に向けて

花のネット販売
認知度定着を重点的に取り組み、

事業拡大を目指す。

21



発表は以上です。
ご清聴ありがとうございました！


